
◎
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対

す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律（

平
成
二
六
年
一
一
月
二
一
日
法
律
第
一
一
五
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
六
年
一
〇
月
三
〇
日
・
参
議
院
厚
生
労
働

委
員
会

）

○
国
務
大
臣
（
塩
崎
恭
久
君
）

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
感
染
症

の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
そ
の
趣
旨
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

Ｈ
７
Ｎ
９
型
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
中
東
呼
吸
器
症
候
群
を
始
め
と

し
た
新
た
な
感
染
症
が
海
外
に
お
い
て
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
感
染

症
に
対
し
、万
全
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

こ
う
し
た
昨
今
の
感
染
症
の
発
生
状
況
、
国
際
交
流
の
進
展
、
保
健
医
療

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
感
染
症
に
対
応
す
る
体
制
を
一

層
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
に
変
異
す
る
お
そ
れ
が

高
い
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
中
東
呼
吸
器
症
候
群
を
二
類
感
染
症
へ
追

加
す
る
ほ
か
、
一
類
感
染
症
等
の
患
者
等
か
ら
の
検
体
の
採
取
に
つ
い
て

定
め
る
な
ど
、
感
染
症
に
関
す
る
情
報
の
収
集
を
強
化
す
る
た
め
の
規
定

を
整
備
し
、
感
染
症
予
防
対
策
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
感
染
症
の
蔓

延
防
止
策
の
充
実
を
図
る
た
め
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
し
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。

以
下
、
こ
の
法
律
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
説
明
い
た
し
ま

す
。第

一
に
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

感
染
症
に
変
異
す
る
お
そ
れ
が
高
い
も
の
に
限
っ
て
二
類
感
染
症
と
し
、

そ
の
範
囲
は
政
令
で
血
清
亜
型
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
特
定
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
中
東
呼
吸
器
症
候
群
を
二
類
感
染
症
と
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
、
政
令
に
よ
り
暫
定
的
に
二
類
感
染
症
に
相
当

す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
Ｈ
７
Ｎ
９
型
の
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
中
東
呼
吸
器
症
候
群
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
こ

れ
ら
の
感
染
症
が
国
内
で
発
生
し
た
場
合
に
患
者
の
入
院
等
の
措
置
を
可

能
と
し
、
そ
の
蔓
延
の
防
止
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
医
療
機
関
や
感
染
症
の
患
者
等
に
対
し
て
検
体
等
の
提
出
等

を
要
請
す
る
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感

染
症
及
び
新
感
染
症
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
や
患
者
等
か
ら
の
検
体
の
採

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

三
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取
等
の
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
四
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
五
類
感
染
症
の
患
者
等
の
検
体
等

の
提
出
を
担
当
さ
せ
る
指
定
提
出
機
関
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

第
五
に
、
第
二
か
ら
第
四
ま
で
の
制
度
に
よ
り
入
手
し
た
検
体
等
に
つ

い
て
、
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
検
査
の
実
施
、
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
検

査
の
基
準
の
策
定
、
厚
生
労
働
大
臣
へ
の
結
果
の
報
告
、
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
都
道
府
県
知
事
に
対
す
る
提
出
の
要
請
等
に
つ
い
て
規
定
を
設
け
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
感
染
症
予
防
対
策
の
推
進
に
対
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
法
律
案
の
施
行
期
日
は
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
新
た
な
感
染
症
の
二
類
感
染
症
へ
の
追
加
等
に
つ
い
て

は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と

等
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
こ
の
法
律
案
の
趣
旨
で
す
。

御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
可
決
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

二
、
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
長
報
告（
平
成
二
六
年
一
一
月
七
日
）

○
丸
川
珠
代
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
最
近
の
海
外
に
お
け
る
感
染
症
の
発
生
の
状
況
、
国
際

交
流
の
進
展
、
保
健
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
感
染

症
予
防
対
策
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
感
染
症
の
蔓
延
を
防
止
す
る
た

め
、
中
東
呼
吸
器
症
候
群
の
二
類
感
染
症
へ
の
追
加
、
感
染
症
に
関
す
る

情
報
の
収
集
に
関
す
る
規
定
の
整
備
、
一
類
感
染
症
等
の
患
者
等
か
ら
の

検
体
の
採
取
等
の
制
度
の
創
設
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
感
染
症
に
関
す
る
医
療
提
供
体
制
の
整
備

の
必
要
性
、
患
者
等
か
ら
の
検
体
採
取
等
に
お
け
る
手
続
の
在
り
方
、
バ

イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
レ
ベ
ル
４
施
設
の
稼
働
に
向
け
た
取
組
状
況
等
に
つ

い
て
質
疑
を
行
う
と
と
も
に
、
参
考
人
よ
り
意
見
を
聴
取
い
た
し
ま
し
た

が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
局
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
一
一
月
六
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
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を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
感
染
症
の
患
者
等
に
対
す
る
検
体
採
取
等
の
勧
告
及
び
措
置
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
患
者
等
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
に
つ
な
が
る
こ
と
の

な
い
よ
う
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
。
ま
た
、
感
染
症
の
検
体
に
係
る
個

人
情
報
の
管
理
に
当
た
っ
て
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点

か
ら
、地
方
自
治
体
、医
療
機
関
等
に
対
し
、管
理
シ
ス
テ
ム
の
維
持
、

取
扱
基
準
の
遵
守
の
徹
底
等
が
厳
格
に
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
支
援
を

行
う
こ
と
。

二
、
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
を
始
め
と
す
る
一
種
病
原
体
等
を
取
り
扱
う
Ｂ
Ｓ

Ｌ
４
施
設
を
指
定
し
稼
働
さ
せ
る
こ
と
は
、
ウ
イ
ル
ス
変
異
の
確
定
、

治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
の
研
究
開
発
等
に
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
国
内
に

お
け
る
研
究
者
の
育
成
に
も
資
す
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
及
び
関
係

自
治
体
の
理
解
を
得
る
努
力
を
進
め
、
政
府
を
挙
げ
て
指
定
・
稼
働
に

向
け
た
環
境
整
備
を
速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
。

三
、
原
則
と
し
て
各
都
道
府
県
に
一
つ
指
定
さ
れ
る
第
一
種
感
染
症
指
定

医
療
機
関
が
い
ま
だ
九
つ
の
県
に
お
い
て
指
定
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に

鑑
み
、
都
道
府
県
に
お
け
る
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
確
保
を
支
援

し
、
感
染
症
患
者
等
が
必
要
と
す
る
医
療
提
供
体
制
を
全
国
的
に
整
備

す
る
こ
と
。

四
、
地
方
衛
生
研
究
所
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、
地
方
衛
生
研

究
所
に
つ
い
て
、
感
染
症
対
策
に
お
け
る
位
置
付
け
を
明
確
化
し
、
国

立
感
染
症
研
究
所
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

五
、
二
類
感
染
症
で
あ
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
範
囲
に
つ
い
て
、
政
令

で
血
清
亜
型
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
特
定
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
政
令
に
規
定
す
る
感
染
症
の
重
篤
性
及
び
感
染
力
等
を
適
切
に

勘
案
す
る
と
と
も
に
、
後
に
そ
の
評
価
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

速
や
か
に
そ
の
類
型
に
つ
い
て
見
直
し
の
検
討
を
開
始
す
る
こ
と
。

六
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
等
の
海
外
に
お
け
る
発
生
の
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
れ

ら
の
感
染
症
が
国
内
に
お
い
て
発
生
し
た
場
合
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対

処
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
に
対
し
対
応
策
の
周
知
徹
底

を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
保
健
及
び
産
業
保
健
領
域
を
含
む
あ
ら
ゆ
る

医
療
従
事
者
等
が
研
修
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行
う
な
ど
、備
え
に
万
全
を
期
す
こ
と
。特
に
、

感
染
症
患
者
等
の
感
染
症
指
定
医
療
機
関
へ
の
搬
送
に
つ
い
て
は
、
緊

急
時
に
お
け
る
現
場
の
混
乱
回
避
の
た
め
の
事
前
の
詳
細
な
実
施
手
順

の
作
成
等
、
そ
の
体
制
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
を
行
う

こ
と
。

七
、
国
民
に
対
し
て
、
日
頃
よ
り
、
健
康
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
感
染

症
に
関
す
る
正
確
で
分
か
り
や
す
い
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通

じ
て
随
時
広
く
提
供
し
た
り
、
医
療
機
関
、
介
護
施
設
、
学
校
等
で
の

周
知
を
図
る
な
ど
、
迅
速
か
つ
積
極
的
な
広
報
を
行
い
、
感
染
症
に
対

す
る
国
民
の
理
解
を
促
す
と
と
も
に
不
安
の
軽
減
に
努
め
る
こ
と
。

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
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八
、
国
境
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
に
よ
り
輸
入
感
染
症
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ

る
現
状
に
鑑
み
、
あ
ら
ゆ
る
感
染
症
の
予
防
・
診
断
・
治
療
に
当
た
る

こ
と
が
で
き
る
専
門
家
を
育
成
す
る
た
め
、
海
外
研
修
制
度
の
充
実
等

の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

九
、
地
球
規
模
化
す
る
感
染
症
問
題
へ
の
対
応
に
当
た
っ
て
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

及
び
諸
外
国
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
、
最
新
の
情
報
の

入
手
・
分
析
体
制
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
、
保
健
所
、

検
疫
所
、
入
国
管
理
局
等
の
関
係
各
機
関
相
互
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
強
化
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。

三
、
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
長
報
告

（
平
成
二
六
年
一
一
月
一
四
日
）

○
渡
辺
博
道
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
各
案
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
ず
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
け

る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
感
染
症
予
防
対
策
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
感
染
症
の
蔓
延

を
防
止
す
る
た
め
、
中
東
呼
吸
器
症
候
群
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

感
染
症
に
変
異
す
る
お
そ
れ
が
高
い
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
二
類
感
染
症

に
追
加
す
る
と
と
も
に
、
感
染
症
に
関
す
る
情
報
の
収
集
に
関
す
る
規
定

の
整
備
、
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染

症
及
び
新
感
染
症
の
患
者
等
か
ら
の
検
体
の
採
取
等
の
制
度
の
創
設
等
の

措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
参
議
院
先
議
に
係
る
も
の
で
、
去
る
十
一
月
十
二
日
本
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、
昨
日
、
塩
崎
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を

聴
取
し
、
質
疑
を
行
っ
た
後
、
採
決
の
結
果
、
本
案
は
全
会
一
致
を
も
っ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

三
七


